
津山工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 現代数学
科目基礎情報
科目番号 0112 科目区分 専門 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 総合理工学科(先進科学系) 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 配布プリント
担当教員 松田 修
到達目標
ベイズ統計学と確率過程に関する基礎知識を習得する。
１ ベイズ統計学の基本的な考え方を理解する。
２ 確率過程の基本的な考え方を理解する。
ルーブリック

　　　優 　　　良 　　　　可 　　　　　不可

評価項目1
ベイズ統計学の基本的な考
え方が十分理解できている
。

ベイズ統計学の基本的な考
え方が７割程度理解できて
いる。

ベイズ統計学の基本的な考
え方が６割程度理解できて
いる。

ベイズ統計学の基本的な考
え方が理解できていない。

評価項目2 確率過程の基本的な考え方
が十分理解できている。

確率過程の基本的な考え方
が７割程度理解できている
。

確率過程の基本的な考え方
が６割程度理解できている
。

確率過程の基本的な考え方
が理解できていない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

一般・専門の別：専門　学習の分野：数学・物理（専門科目）
必修・必履修・選択の別：選択
基礎となる学問分野：数物系科学／数学／基礎解析学
学習・教育目標との関連：本科目は学習目標「③基盤となる専門性の深化」に相当する科目である。
技術者教育目標との関連：本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（Ａ）技術に関する基礎知識の深化、
Ａ－１：工学に関する基礎知識として、自然科学の幅広い分野の知識を修得し、説明できること」である。
授業の概要：ベイズ統計学と確率過程に関する基礎理論について説明する。

授業の進め方・方法
授業の方法：講義だけでなくグループディスカッションでの演習を行い，代数学の基礎を習得する。
成績評価方法：２回の定期試験の結果（同等に評価し５０％）と演習レポート（５０％）の合計により評価する。なお
、成績によっては追加レポートを課すこともある。

注意点
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 仮説検定とは ベイズ統計学と頻度論の検定の違いを理解する
2週 ベイズ統計学の基本的な仮説検定 基本的な仮説検定の基本を習得する
3週 ベイズ統計学の頻度論に基づく仮説検定 事後オッズ比とそれを用いた仮説検定を習得する

4週 ベイズファクター ベイズファクターを理解し，それを用いた仮説検定を
習得する

5週 点帰無仮説におけるベイズ統計学の仮説検定 帰無仮説が点である場合の検定を習得する
6週 ベイズ統計学の仮説検定における問題点とまとめ ベイズ統計学の問題点を理解する
7週 前期中間試験 ベイズ統計学の総合的な理解を確認する
8週 二項過程 二項過程の確率計算を習得する

2ndQ

9週 ポアソン過程 ポアソン過程の確率計算を習得する
10週 マルコフ連鎖 マルコフ連鎖と状態確率を理解する
11週 マルコフ過程 マルコフ過程の確率計算を習得する
12週 ブラウン運動 ブラウン運動を確率過程として理解する
13週 確率微分方程式 基本的な確率微分方程式の解法を習得する
14週 カオスと確率微分方程式 カオスに関する確率微分方程式を理解する
15週 前期末試験
16週 前期末試験の解答と解説

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

累乗根の意味を理解し、指数法則を拡張し、計算に利用すること
ができる。 3

指数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
指数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
対数の意味を理解し、対数を利用した計算ができる。 3
対数関数の性質を理解し、グラフをかくことができる。 3
対数関数を含む簡単な方程式を解くことができる。 3
積の法則と和の法則を利用して、簡単な事象の場合の数を数える
ことができる。 3

簡単な場合について、順列と組合せの計算ができる。 3
等差数列・等比数列の一般項やその和を求めることができる。 3
総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができる。 3
不定形を含むいろいろな数列の極限を求めることができる。 3



無限等比級数等の簡単な級数の収束・発散を調べ、その和を求め
ることができる。 3

線形変換の定義を理解し、線形変換を表す行列を求めることがで
きる。 3

合成変換や逆変換を表す行列を求めることができる。 3
平面内の回転に対応する線形変換を表す行列を求めることができ
る。 3

微分方程式の意味を理解し、簡単な変数分離形の微分方程式を解
くことができる。 3

簡単な1階線形微分方程式を解くことができる。 3
定数係数2階斉次線形微分方程式を解くことができる。 3
独立試行の確率、余事象の確率、確率の加法定理、排反事象の確
率を理解し、簡単な場合について、確率を求めることができる。 3

条件付き確率、確率の乗法定理、独立事象の確率を理解し、簡単
な場合について確率を求めることができる。 3

1次元のデータを整理して、平均・分散・標準偏差を求めること
ができる。 3

2次元のデータを整理して散布図を作成し、相関係数・回帰直線
を求めることができる。 3

評価割合
試験 発表 相互評価 演習 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 50 0 0 50 0 0 100
基礎的能力 0 0 0 0 0 0 0
専門的能力 50 0 0 50 0 0 100
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


